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Ａ小坂小学校入学式

ぼくたち　わたしたち

きょうから1 年生

９゙ ０ ４
月

町内の 小中学 校の入学式が ４月６日、各学 校で 開か

れ ました。こ とし希望 に胸をふくら ませて 入学し た小

学生は132 人（小坂小15人、藤 田小63人、 森汪野小21

人。大木戸小23人、大枝小10人）､中学生は183 人です。

小坂小（浅野榮校長）では、子 どもた ちが担任の先

生に引率されて元気い っぱいに入場。これから始 まる

楽しい学 校生 活に胸をは ずませてい まし た。



平
成
二
年
度
予
算
ス
タ
ー
ト

豊
か
で
　
住
み
よ
い

活

力

あ
ふ

れ

る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

三
月
八
日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
日

程
で

、
平
成
二
年
第
一
回

国
見
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
冨
永
町
長
よ

り
所
信
表
明
と
提
出
議
案
の
脱
明
が
あ
り

、
六
日
間
の
会
期

に

亘
り
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
議
案

が
原
案
ど
お
り
可

決

さ
れ
ま
し
た

。

町
政
は

、
こ
の
四
月
か
ら
新
年
度
に
入
り

”豊
か
で
住
み
よ

い
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
”
を

目
指
し
た
数
々
の

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
平
成
二
年
度
に
は
ど
の
よ
う
な
町
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ニ

ペ
ー
ジ
と

一一一
ペ
ー
ジ
に
は
平
成
二
年
度
予
算
の
要
旨
、
四

ペ
ー
ジ
と
五

ペ

ー
ジ
に
は
グ
ラ
フ
で
見
る
予
算
を
掲
載
し
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
要
旨

平
成
二
年
度
の
国
の
予
算
は
、
高

齢
化
杜
会
や
国
際
社
会
に
お
け
る
責

任
増
大
な
ど
、
今
後
の
社
会
経
済
愉

勢
の
変
化
に
、
財
政
か
弾
力
的
に
対

応
す
る
た
め
国
債
依
存
の
引
き
下
げ

を
図
り
、
歳
出
の
見
直
し
と
合
理
化

に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
財
政
体
質

の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
標
に
編
成

さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
規
模

は
六
十
六
兆
二
千
七
百
三
十
六
億
円
．

対
削
年
比
九
・
七
％
の
仲
ぴ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
国
債
費
や
地
方
交
付

税
な
ど
を
差
し
引
い
た
一
般
歳
出
は

Ξ
・
九
％
の
増
で
、
全
体
と
し
て
景

気
中
立
型
の
予
算
と
な
り
て

い
ま
す
．

ま
た
、
地
方
財
政
運
営
の
指
針
と

も
い
う
べ
き
地
方
財
政
計
画
で
は
、

地
方
財
政
の
歳
入
歳
出
規
嗅
は
六
十

七
兆
千
四
百
二
億
円
で
七
・
〇
％
の

伸
び
と
な

り
て
お
り
、
公
債
賢
の
抑

制
、
径
常
経
費
の
節
減
合
理
化
を
図

る
と
と
も
に
．
地
城
の
特
性
を
生
か

し
た
地
方
単
独
事
業
費
の
確
保
に
配

意
し
．
財
源
の
重
点
配
分
と
節
度
あ

る
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
状
況
の
し
と
．
国
見

町
で
は
地
方
財
政
計
画
の
ほ
か
国
・

県
の
予
算
編
成
方
針
、
経
済
の
見
通

し
、
第
二
次
国
見
町
振
興
計
画
な
ど

を
踏
ま
え
、
町
民
生
活
の
充
実
と
柵

祉
の
向
上
を
め
ぎ
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
人
口
定
着
化
と
活
力
あ

る
町
づ
く
り
の
諸
施
策
推
進
の
た
め
、

新
規
重
点
施
策
を
中
心
に
積
極
的
な

予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
．

間
近
に
迫
っ
た
二
十
一
世
紀
に
向

け
、
豊
か
で
住
み
よ

い
活
力
あ
る
国

見
町
の
実
現
を
日
指
し
、
町
勢
振
興

の
臨
礎
を
な
す
事
業
を
長
期
的
規
野

に
立

り
て
掫
点
選
別
主
義
に
よ
り
選

択
し
．
よ
り
一
層
の
町
の
兇
艇
と
町

民
生
活
向
上
を
図
る
こ
と
を
基
本
に

据
え
予
算
の
編
成
を
行

り
た
結
果
。

ａ

入
ａ

出
予
算
橡
額
は
、
二
十
七
億

六
千
五
百
万
円
で
、
対
前
年
比
一
四
・

三
％
の
高
い
伸
び
率
に
な
り
て
い
ま

す
．

歳

入

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
大
半
を

占
め
る
町
税
に
つ
い
て
は
、
景
気
の

好
調
を
背
景
に
三
八
・
一
％

の
増
収

を
見
込
み
ま
し
た
法
人
税
を
中
心
に
、

町
た
ば
こ
税
を
除
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の

税
項
目
の
増
収
を
見
積

り
た
結
果
、

全
体
と
し
て
ほ
ぼ
地
方
財
政
叶
画
上

の
伸
び
串
同
様
の
五
・
五
％
噌
．
三

千
五
百
四
十
万
二
千
円
の
増
収
を
計

上
し
て

い
ま
す
．

地
方
譲
与
脱
に
つ
い
て
も
、
消
費

旗
与
脱
の
平
年
度
化
に
よ
る
伸
び
で

二
〇
・
三
％
の
増
収
を
見
込
み
ま
し

た
．ま

た
．
歳
入
の
大
半
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
法
人
税
割
や
洲
費
譲
与

税
の
伸
び
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
悦
交
付

金
の
二
年
度
か
ら
の
算
入
に
よ
り
基

準
財
政
収
入
見
込
額
が
七
・
九
％
増

と
な
り
．
基
準
財
政
霄
脣
額
を
差
し
‘

引
い
た
交
付
額
は
、
地
方
財
政
計
画

上
の
伸
び
串
以
下
の
六
・
七
％

増
の

十
三
億
八
千
四
百
万
円
と
な
り
て

い

ま
す
．

町
債
は
、
藤
田
幼
碓
園
改
築
事
業

債
の
計
上
に
よ
り
、
前
年
比
六
千
六

百
七
十
万
円
増
を
見
込
み
ま
し
た
．

ま
た
、
大
枝
小
学
校
及
び
藤
田
幼
稚

躪
改
築
事
業
の
財
源
に
あ
て
る
た
め
、

文
教
施
設
整
備
基
金
か
ら

】
億
三
ｆ

万
円
の
繰
入
れ
、
さ
ら
に
調
整
財
源

と
し
て
財
政
調
整
基
金
か
ら
八
千
万

円
を
繰
入
れ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
．こ

の
結
集
、
町
税
な
ど
一
般
財
蓆

は
二
十
二
億
二
千
四
百
二
十
三
万
五

千
円
と
な
り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る

比
率
は
八
〇
・
四
％
と
な
っ
て
い
ま

す
．

歳
出

歳
出
は
、
組
合
立
大
枝
小
学
校
改

築
事
業
及
び
藤
田
幼
碓
聞
改
築
事
業

費
と
し
て
二
億
二
百
七
十
一
万
四
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
．
ま
た
．
町
道

整
伽
事
業
を
中
心
に
農
林
道
整
偏
な

ど
の
投
資
的
経
費
は
、
経
常
的
経
費

の
節
減
合
理
化
に
配
意
し
て
財
源
の

重
点
配
分
を
行
い
、
前
年
度
比
二
二
・

三
％
増
の
六
億
六
千
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
．

そ
の
ほ
か
、
情
報
化
、
国
際
化
．

高
齢
化
の
進
行
な
ど
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
に
対
応
す
る
諸
施
策
推
進
に

は
、
所
要
の
経
費
を
計
上
し
、
今
後

胴
見
町
か
よ
り
一
珊
発
展
す
る
た
め

『
豊
か
で
住
み
よ
い
、
活
力
あ
ふ
れ

る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
』
を
町
政
運
営

の
目
傑
と
し
て
、
事
業
の
推
進
を
図

り
ま
す
．



平
成
二
年
度
の
重
点
施
策

活
力
あ
る
町
づ
く
り

第
一
に
「
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」

の
推
進
に
努
め
ま
す
．

町
の
活
性
化
の
基
本
は
産
業
の
振

興
で
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
企

業
誘
致
に
取
り
組
む
た
め
の
条
件
整

備
と
し
て
、
四
号
国
道
か
ら
山
崎
工

業
団
地
へ
の
進
入
街
路
整
備
事
業
を

進
め
ま
す
．

ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の
工
巣
団

地
造
成
事
業
の
た
め
、
債
務
補
償
を

行
っ
て
い
ま
す
．

さ
ら
に
、
既
存
地
元
企
業
の
育
成

に
つ
い
て
も
工
場
等
設
置
奨
励
金
の

交
付
を
は
じ
め
、
商
工
会
の
育
成
、

中
小
企
業
育
成
預
託
事
業
、
商
Ｔ
振

興
会
議
の
股
置
等
に
要
す
る
経
費
を

計
上
し
、
ふ
る
さ
と
融
資
に
从

づ
く

企
業
へ
の
無
利
子
貸
付
制
度
む
新
た

に
導
入
し
て
い
ま
す
．

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
水
川

農
業
確
立
対
策
事
業
を
は
じ
め
、
膿

道
の
整
伽
、
西
畑
線
闘
設
を
含
む
林

道
の
整
備
、
県
営
事
業
と
し
て
新
た

に
中
山
原
樹
園
地
帯
ａ

道
網
整
備
事

裏
と
観
月
台
溜
池
の
農
業
水
利
施
験

商
度
利
用
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
．

ま
た
．
農
業
振
興
会
議
の
設
置
、
さ

ら
に
農
業
後
継
者
の
育
成
に
っ
い
て

も
積
極
的
に
対
応
４
・
図
る
た
め
の
経

賢
を
計
上
し
ま
し
た
．

ふ
る
さ
と
振
興
事
業
に
っ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
創
生
懇
談
会
に
お
け
る
町

民
各
層
の
総
意
に
基
づ
き
、
観
月
台

岡
辺
に
お
け
る
福
祉
文
化
施
設
の
整

傭
と
、
あ
つ
か
し
山
周
辺
整
備
の
調

査
検
討
を
進
め
ま
す
．

▲町民ウォーキング大会

快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

第
二

に
、
む
き
し
や
坂
の
拡
幅
改

良
工
事
の
着
丁
を
は
じ
め
．
町
道
一

〇
二
号
通
学
道
路
の
改
良
な
ど
生
活

道
路
網
整
備
の
ほ
か
河
川
改
良
、
都

市
計
画
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
の

促
進
や
水
資
源
確
保
嘔
業
、
住
宅
団

地
造
成
委
託
叩
集
。
消
防
防
災
体
制

の
允
尖
強
化
、
交
通
女
全
対
策
、
ゴ

ミ
処
理
な
ど
快
適
で
住
み
よ
い
町
づ

ぐ
り
を
進
め
ま
す
。

福
祉
と
健
康
の
町
づ
く
り

第
三
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
と
健
康

の
町
を
つ
ぐ
り
ま
す
。

健
康
こ
そ
快
適
な
生
活
を
お
く
る

第
一
条
件
で
す
の
で
、
健
噺
づ
く
り

推
進
の
た
め
結
核
検
診
、
婦
人
の
健

康
づ
く
り
事
業
、
健
康
フ
ェ
ア
、
ウ

ｔ
－

キ
ン
グ
大
会
の
闘
催
、
母
子
保

鮭
推
進
事
業
を
一
屑
充
尖
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん

検
診
を
加
え
、
検
診
体
制
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
在
宅
訪

問
健
康
診
査
制
度
を
実
施
し
、
高
齢

者
健
康
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

福
祉
対
策
と
し
て
は
、
国
見
町
社

会
福
祉
協
議
会
を
法
人
化
し
、
福
祉

事
業
の
推
進
体
制
の
充
実
強
化
を
図

り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
と
児
童
福
祉
に
つ
い

て
も
、
従
来
に
引
き
続
き
そ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
担
う
人
材
育
成

第
四
は
、
将
来
の
岡
見
町
を
担
う

人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

国
際
化
社
会
の
進
展
と
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
は
、
二
十
一
世
紀
に
活

躍
の
中
心
と
な
る
現
在
の
青
少
年
の

力
に
負
う
も
の
が
誠
に
大
で
あ
り
、

学
校
教
育
の
充
実
は
重
要
課
題
で
す
。

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
組
合
立
大

枝
小
牟
校
校
舎
改
築
と
藤
田
幼
稚
園

の
改
築
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
森
江

野
小
学
校
改
築
の
た
め
の
調
食
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

生
涯
教
育
に
つ
い
て
も
公
民
郎
活

動
を
中
心
に
、
青
少
年
か
ら
婦
人
、

高
齢
者
ま
で
自
ら
学
び
自
ら
行
う
精

神
の
養
成
を
ね
ら
い
に
。
そ
の
推
進

を
図
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ

い
て
は
、
町
民
運
動
場
取
付
道
を
整

備
し
ま
す
。
文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、

阿
津
賀
志
山
防
塁
保
存
管
理
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
文
化
媛
興
基

金
の
允
尖
、
文
化
団
体
活
動
の
助
成

を
し
ま
す
。

町
民
総
参
加
の
町
政
推
進

第
五
は
。
町
民
総
参
加
の
町
政
を

推
進
し
ま
す
。
町
民
各
層
の
意
見
を

町
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
広
報
広

聴
活
動
は
特
に
重
憂
で
あ
り
、
今
年

度
も
地
区
別
懇
談
会
を
闘
催
し
。
広

く
町
民
の
声
を
町
政
に
生
か
し
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
基

づ
く
懇
談
会
を
前
年
度
に
引
き
続
き

開
催
し
、
事
莱
に
反
映
さ
せ
て
参
り

ま
す
。

行
財
政
体
制
を
充
実

第
六
は
、
行
政
機
構
の
見
直
し
を

行
い
、
事
務
の
効
率
的
な
推
進
と
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

予
算
用
語
メ
モ

一
般
会
計
と
特
別
会
計

予
芻
は
あ
ら
ゆ
る
歳
入
、
歳
出
を

一
つ
の
会
計
に
ま
と
め
て
経
理
す
る

の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
複
雑
膨
大
化
し
た
町
の
事

務
事
業
を
一
つ
の
予
算
で
経
理
す
る

こ
と
は
。
か
え
っ
て
適
当
で
な
く
困

難
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
特
定
の
事
業
を
行

う
柵
合
や
、
特
定
の
歳
入
で
特
定
の

歳
出
に
あ
て
る
必
要
が
あ
る
掛
合
に
、

特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
か
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
会
計

を
除
い
た
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
に
必
要

な
収
支
を
経
理
す
る
会
計
を
一
般
会

計
と
い
い
ま
す
。

現
在
、
町
に
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
を
は
匕
め
、
九
つ
の
特
別
会

計
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業

の
よ
う
に
企
豪
会
計
方
式
で
経
理
す

る
特
別
会
計
を
公
営
企
業
方
式
と
い

い
ま
す
。



度予算（一般会計） 歳
入

二
十
七
億
六
千
五
百
万
円

町税の内訳

上
　

ら

い

よ

な

も

億

５

会

み

増

る
　

く

て

し

つ

で
2
7
｡
0
5
　て

’

め
　

い

れ

ま

な

簿

、
斟

Ｊ

し

洵

進
　

は

わ

み

接

計

は

叫

ち

較
3
9

を
　

金

使

て

密

家

算

む

う

比
4
.

り

゜
税

に

み

に

の

予

１

の

と
ａ

く

す

る

う

を

計

民

計

算

こ

度

づ

で

め

よ

し

家

町

会

心

゜
年

円

町

の

納

の

ま

の

人

般

幻

す

元

万

｀
も

が

ど

ら

ん
0
0
0一

桧

ま

成
一
刈

は

な

ん

は

あ

さ
　
’
の

刄

い

平
4

。

算

切

さ

金

の

皆
1
2
度

特

て

て

億

゜

決

大

皆

税

そ

の

つ

年

、
つ

い

３

す

と

も

の

の
　
゛
民

も

２

円

な

っ
　
゛
ま

算

て

民

そ

か

町

を

成

万

に

に

と

い

予

と

町

ヽ
の
　
・
り

平
一
刈

円

分

す

て

で
　

か

る

う

が
　

６
。
万

計

ま

え

１人当りでは

入ってくるお金や使わ

れるお金を、町民一人当

りで割ってみるとどうな

るでしょう．（一黴会計

の場合）

(人口は，平成２年１月

１日＝11,960 人・世帯数=

 2 , 9 戸)

歳

入

町 た ば こ 税

4 , 339円

町　　民　　税

24 , 134円

固 定 資 産 税

靆 57円

町　　　　　 債

7 , 7 円

地 方 交 付 税

115 , 719円

軽 自 動 車 税

1  , 032円



グラフで見る平成２年歳
出

二
十
七
億
六
千
五
百
万
円

特別会計 一般会計当初予算の推 移

歳
　

出

衛　　生　　 費 土　　木　　費 総　　務　　費 教　　育　　費

31 , 222円 36 , 761円 41,006円 49,895円

消　　防　　費 民　　生　　費 公　　 債　　 費 農 林水産業費

11 , 3円 15 , 330円 16  四 2 円 20,082円



八
島
忠
雄
助
役
が
再
任

去
る
三
月
の
町
定
例
議
会
に
お
い

て
、
八
鳥
忠
雄
助
役
（
5
9歳
）
か
全

員

】
致
の
同
意
を
得
て
、
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

八
鳥
さ
ん
は
昭
和
六
十
一
年
四
月

一
日
国
見
町
助
役
に
就
任
し
、
町
長

補
佐
の
立
場
か
ら
町
政
を
支
え
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
今
後
四
年
問
、
そ

の
経
験
を
町
政
進
展
に
生
か
さ
れ
る

も
の
と
大
き
な
期
待
か
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

収
入
役
に
大
内
正
美
前
保
健
課
長

三
月
三
十
一
日
で
刀
退
さ
れ
た
武

田
喜
男
さ
ん
に
か
わ
り
、
四
月
一
日

付
で
大
内
正
美
前
保
健
課
長
か
就
任

し

ま
し

た
。

大
内

さ
ん

は
、
昭

和
十

二
年
生

ま

れ
の
五

十
三
歳

。
昭

和
一
。一
十
一
年

に

町
職

員
と

な
・
て
以

来

、
産
業

課
長

、

公
民

館
堤

、
総
務

線
長
な

ど
を

歴
任

し
ま

し
た

。
こ
の

長

い
行

政
経

験
を

、

会
計

事
務

全
般

に
生
か
さ

れ

る
も
の

と
期

待
か
寄

せ
ら

れ
て

い
ま
す

。

よ

ろ
し
く

お
願

い
し
ま

す
、

蓬
田
英
夫
教
育
長
が
再
任

去
る
三
月
の
町
定
例
銭
会
に
お
い

て
、
蓬
田
英
夫
教
育
艮
（
6
4歳
）
か

全
員
一
致
の
同
意
を
得
て
。
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

蓬
田
さ
ん
は
昭
和
六
十
一
年
川
月

二
日
国
見
町
教
育
長
に
就
任
し
、
長

い
教
職
経
験
を
生
か
し
町
教
育
行
政

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
向

こ
う
四
年
間
、
そ
の
経
験
を
教
育
行

政
に
生
か
さ
れ
る
も
の
と
大
き
な
期

待
か
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

武
川
収
入
役
が
退
任

前
収
入
役
の
武
田
喜
男
さ
ん
は
、

三
月
三
十
一
日
で
任
期
満
了
と
な
り

退
任
さ
れ
ま
し
た
、

武
田
さ
ん
は
。
昭
和
二
十
三
年
旧

森
江
野
村
職
員
と
な
り
。
昭
和
六
十

一
年
三
月
ま
で
、
住
民
課
長
、
建
設

課
長
。
ド
水
道
課
長
を
経
て
。
同
年

四
月
一
日
に
収
入
役
に
就
任
し
、
第

四
代
目
の
収
入
役
と
し
て
町
の
台
所

を
あ
ず
か
り
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

町
職
口
の
人
事
異
動

～
一
部
機
構
改
革
～

大沼　 イトさん 吉田　貞造さん

町
職
員

の
人

事
堤

動
か

四
月
一

日

付

で
弛
令

さ

れ
ま
し

た

。

今
回

は
、
行

政
機

楠
の

見
直
し

に

併

せ
て

人
事
真

助
か

行
わ

れ
、
住

民

課
か
住

民
驤
祉

畷
、
４

業

踝
が
軣
林

贏

。
企
画

浬

が
企
画

商
ｔｉ
贏
に
そ

れ

ぞ
れ
名
称

か
変

吏

に
な
り

ま
し
た

。

－

暹
　

轍
（
一一
一
月
一一一
十
一
日

付
）

▽
占
圉
良
造
（
総
務
課
長
）

▽
大
内
正
美
｛
保
健
課
艮
》

▽
大
沼
イ

（
　
龝
　田
保
育
所
）

■

異
助
お
よ
び
鼻
格
（

）
内
は
旧
任

▽
総
篤
１
長
（
鑷
会
事
務
局
長
》
大

波
健
　
▽
幔
務
課
長
（
公
民
館
艮
）

山
田
久
　
▽
保
鮭
課
長
（
住
民
課
長
）

松
滴
幸
雄
　
▽
僅
民
福
祉
課
長
（
蜒

稱
蘿
長
ｙ

渡
辺
等
　
▽
農
業
委
員
会

事
隋
局
長
兼
曩
地
係
艮
（
教
育
委
員

会
次
長
）
拌
砂
研
二
　
▽
公
民
蛤
艮

（
産
業
讖
主
幹
兼
産
婁
係
長
）
春
日

一
憲
　
▽
礒
会
事
務
局
長
（
総
務
課

主
伍
主
査
兼
庶
務
係
長
ｙ

古
田
孝
夫

▽
教
育
委
員
会
次
長
（
総
務
課
主
任

主
査
兼
財
政
係
長
》
高
橋
弘
信

▽
会
計
宣
主
幹
（
総
務
課
主
幹
）
佐

罍
春
夫
　
▽
水
道
贏
主
任
主
査
兼
業

勝
係

（
　働

主
任
主
査
兼
都
市

螯
儘
係
長
）
佐
久
間
辨
明
　
▽
総
務

黒
主
任
主
査
兼
庶
務
係
長
（
税
務
課

主
任
主
査
兼
賦
課
係
長
）
佐
藤
則
雄

▽
総
務
諌
主
任
主
査
兼
財
畋
係
長

〈
会
計
室
主
任
主
査
兼
出
納
係
長
）

吉
田
俊
江
　
▽
夜
務
曝
主
任
主
査
兼

諷
諌
係
長
（
下
水
道
課
下
水
道
係
長
）

吉
田
吉
夫
　
▽
下
水
道
課
下
水
道
係

長
（
水
道
課
裏
務
係
長
）
阿
部
正

▽
建
設
諌
都
市
整
傭
係
長
（
曩
業
姜

員
会
農
地
係
長
）
安
陬
溥
｛
二
　
▽
会

訐
室
出
納
係
長
（
公
民
館
事
業
係
主

査
）
武
田
眥
　
▽
梟
林
諌
良
林
振
興

保
長
（
産
集
踝
産
業
係
主
査
）
佐
蘿

政
弘
　
▽
保
健
課
国
保
係
（
建
設
諌

建
餃
係
）
中
野
成
子
　
▽
県
北
中

（
大
木
戸
小
）
佐
竹
朝
子

▽
保
継
興
国
保
係
（
県
北
中
）
大
波

サ
Ｆ
子
　
▽
大
木
戸
小
（
森
江
野
小
）

菊
地
軽
子

▽
保
鱧
諌
国
保
係
（
保
健
踝
保
健
衛

生
係
）
安
藤
幸
江
　

▽
瞳
設
課
建
釵

係
（
総
撓
謹
文
書
係
）
吉
田
恵
子

▽
縁
健
諜
保
健
衛
生
係
｛
保
健
黒
国

保
係
｝
佐
藤
和
夫
　
▽
企
百
商
Ｔ
｀
踝

企
画
商
Ｉ
係
（
保
鰉
諌
保
健
衛
生
係
）

佐
―
孝
　
▽
税
務
興
固
定
資
産
係

（
敦
育
委
員
会
掌
校
教
育
係
）
武
田

京
子
　
▽
龕
林
黒
疆
林
振
興
縁
（
校

務
護
固
定
賢
産
係
）
中
野
孝
縷

▽
総
諮
輿
庶
諮
係
（
総
務
黒
）
松
田

き
よ
江
　
▽
企
百
商
ｆ亠
諌
企
ｉ
商
Ｔ
ふ

係
（
廸
設
課
管
理
係
）
佐
葎
弘
利

▽
教
育
委
員
会
事
務
碣
（
藤
田
幼
稚

躪
）
紺
野
か
ず
子
　
▽
企
面
商
Ｔ
ふ
課

圃
土
釧
査
係
（
企
画
諌
企
百
係
）
谷

津
富
夫
　
▽
農
林
踝
良
林
土
木
保

（
藤
田
保
育
所
）
楫
藤
壁
美
子

▽
教
育
委
員
会
杜
会
教
膏
係
（
住
民

簾
年
金
係
）
引
地
真
　
▽
住
民
橸
祉

蘿
櫑
祉
係
（
教
育
委
員
会
杜
会
教
育

係
）
武
田
正
浴
　

▽
住
民
柵
祉
課
年

金
係
（
小
坂
小
）
中
丗
利
枝

▽
建
設
踝
曾
理
係
（
企
爾
課
企
百
係
）

松
浦
昭
一
　
▽
公
民
館
事
業
係
（
住

民
鳳
櫑
祉
係
）
佐
藤
光
男
　
▽
総
筋

贏
文
書
係
兼
庶
務
係
（
総
撓
課
庶
務

係
）
玲
木
哲
也



社会福祉協議会が法人化
(４ 月２ 日 発足)

～ みんなで 力を合わせ 明るく
住 みよ い 福 祉 の町 を つく り まし ょ う ～

◇
国
見
町
杜
会
福
阯
協
離
会
は
、
昭

和
ニ
ト
五
年
に
任
意
団
体
と
し
て
発

足
以
来
杜
会
福
祉
の
向
上
に
尽
く
し

て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
か
、
人

生
八
十
年
代
を
迎
え
て
、
商
齢
化
社

会
の
中
で
の
吐
会
福
阯
事
業
の
範
闘

の
拡
大
、・
そ
の
複
維
多
様
化
な
ど
、

福
祉
に
対
す
る
嬰
鼠
は
年
毎
に
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
国
・
県
に
お
き
ま
し
て

は
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
人
化
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
、
町
及
び
関
係
に
お

い
て
杜
会
福
祉
協
議
会
を
法
人
化
し
、

住
民
総
参
加
に
よ
る
福
祉
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
か
必
要
で
あ
る
と
の
結

論
に
速
し
、
か
ね
て
よ
り
町
内
会
代

表
者
、
各
種
団
体
、
関
係
機
関
の
方

々
と
協
議
を
か
さ
ね
、
子
ど
む
か
ら

お
年
寄
り
に
わ
た
る
幅
広
い
福
祉
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
、
地
城
住
民

の
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
。
法
人
化
の
股
立
申
請
を

い
た
し
て

お
り
ま
し
た
か
、
去
る
三

月
下
旬
。
県
知
事
の
認
可
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
こ
の
四
月
二
日
よ
り
、

な
お
一
層
の
化
民
福
祉
を
は
か
る
た

め

”
杜
会
福
祉
法
人
”
国
見
町
杜
会

栖
祉
協
議
会
と
し
て
再
出
発
、
活
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
従
来
に
倍

し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
た
ま
わ

り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
、
法

人
団
体
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
社
会
橘
祉
協
議
会
は
、
地
城
社
会

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、
町
民

に
よ
る
。
町
民
の
た
め
の
町
民
の
自

主
的
な
団
体
で
あ
り
ま
す
。

◇
吐
協
で
は
こ
ん
な
仕
事
（
事
業
）

を
行
い
ま
す
。

・
季
節
保
膏
所
開
殴
事
業

・
ホ
ー・
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

・
ね
た
き
り
老
人
入
浴
事
業

・
ね
た
き
り
、
ひ
と
り
幕
ら
し
老
人

寝
具
丸
洗
事
業

・
各
種
陥
祕
団
体
の
育
成
・
助
成

・
地
Ｋ
こ
ど
も
会
の
助
成

・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
推
進

・
心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営

・
杜
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
推
進

な
ど
、
幅
広
く
幢
極
的
な
活
動
を

行
い
ま
す
。

◇
ど
な
た
で
も
阯
会
の
た
め
に
つ
く

し
た
い
と
い
う
答
忿
を
持
・
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

役
立
て
た
ら
い
い
の
か
、
わ
か
ら
な

い
場
合
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
人
の
心
の
尊
い
跨

意
を
、
人
の
た
め
に
役
に
た
つ
仕
事

の
お
世
話
を
す
る
パ
イ
プ
役
が
、
睦

協
の
役
月
で
あ
り
ま
す
。

◇
ま
た
、
杜
協
は
、
事
業
目
的
速
成

の
た
め
、
町
民
総
参
加
の
も
と
、
全

世
帯
の
加
入
を
願

い
、
次
の
と
お
り
、

応
分
の
年
会
費
、
ご
協
質
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
趣

旨
ご
理
解
の
う
え
。
特
段
の
ご
協
力

を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

○
一
般
会
費
一
口
二

○
○
○
円

（
各
世
帯
）

○
特
別
会
員
一
口
五
、
〇
〇
〇
円

（
篤
志
家
・
役
員
等
）

○
賛
助
会
費
一
ロ

ー
０
。
０
０
０
円

（
会
杜
・
剛
体
等
）

◇
な
お
．
会
員
（
会
費
）
加
入
申
込

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
追
っ
て
詳
し

く
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

”
社
会
福
祉
法
人
”

国
見
町
杜
会
福
祉
協
雄
会

（
社
会
禍
祉
協
議
会
の
事
務
局
は
、

役
場
住
民
福
祉
課
に
新
た
に
設
け

ま

し

た

。
）

国見町職員組織票

町 長 冨 永 武 夫 助 役 八 島 忠 雄 収入役 大 内 正 美 軟育長 懸 口 英 夫

課　　 名 課　　 長 主　　 幹 係 係　　 長 係

総 務　課 大波　 健

庶　務 係

財 政 係

文　耆 係

佐藤 則雄

吉田 俊江

吾妻　正子

松田 きよ江、菊地 弘美、佐幕 敦子

松浦 英夫、斎藤 隆義．国分 次雄

菅野 信朗

鈴木 哲也



課　　 名 課　　 長 主　　 幹 係 係　　 畏 係

税 務 課 山田　 久

賦 課 係

固定資産係

徴 収 係

吉田　吉夫

小池 芳男

佐藤 光一

八巻 秋夫、佐藤 克成、佐久間 茂

武田　京子、宍戸 浩寿

渡辺アヤ子

保 健 課 松浦 幸雄
保健衛生係

国 保 係

武田　幹夫

八巻 忠義

屹藤 和夫、菅原 文子、蓬田 恭子

中野 成子、大波サト子．安藤 幸江

住民福祉課 渡辺　 等 佐藤　幸子

住 民 係

福 祉 係

年　金 係

松涌　京子

小野 智義

掵蘿 幸子

武田 麦子、後藤 浩子、飯沼　 正

武田　正裕、進藤八重子

中田 利枝

保 育 所
所長

天野 英子
木口 絹子 後藤加代子、吉田 邦子、阿部 正子、木村 竹子

農 林 課 佐野 貞治
農林振興係

農林土木係

佐藤 政弘

菊地 孝古

武田 友江、中野 孝雄、引地　由則、渋谷 康弘

村上 健一、佐野　 功、後藤登美子

農桑委貝会

事 務 局

局長

井砂 研二
農 地 係

(兼)

井砂 研二
羽根 洋一

建 設 踈 鈴木 捷治

建　設 係

管 理 係

都市曁蝟係

後藤 澄雄

渋谷 和洋

安田　博三

吉田 恵子、佐久間　正、阿郎 正一

松浦 昭一

吉田　義勝

企画商工課 佐竹 弘泊

企画商工係

広報広聴係

国土調査係

吉田　貞男

奥山 隆夫

八鳥 英雄

佐藤 弘利、佐藤　 孝

小西 春彦

羽根田孝司、蓬田 英右、谷津 富夫

下 水 道 課 須田　善治 下 水 道 係 阿部　 正 還藤 喜正

会　計 室 体蘊 春夫 出 納 係 武田　 智 菊地 富子

議会事務局
局長

吉田　孝夫
谷津美代子

水 道 課 大湊 敏男
業　務 係

施 設 係

佐久間靖明

佐藤 軒二

中山ミエ子

佐藤 光男、赤坂　 斎

教育委員会
次長

高橋 弘信

学校教育係

社会教育係

吉田　 輝雄

安藤 信男

佐藤 幸子、紺野かず子

引地　 真

公　民 館
館長

春日　一憲

事 業 係

体 育 係

高橋 正夫

古川 北司

八巻美枝子、佐藤 光男

校（圜）名 � 校（圜）長 � 教　　 頭 � 係 （教諭）

県北 中 学 校 � 菅 原　　 弘 � 伊 藤 義 夫 �佐 竹 朝 子、和 泉　喜久夫

小 坂小 学 校 � 浅 野　 榮 � 堀 江　　 通

藤 田小 学 校 � 秋 葉 芳 吉 � 遠 藤 常　諡 �高 子 宏　 子、宍 戸　 ヤ　ィ

森江野小学校 � 川　上　重 明 � 檎 本　幹 夫

大木戸小学校 � 小 野 徳 郎 � 菊 池 道 雄 �菊 地 僅 子

大 枝小 学 校 � 大 槻　　 太 � 星　　 晃 雄

藤 田 幼 稚 園 � 秋 葉 芳 吉 � 還 藤 常 雄 �斎 藤　 アイ子、倉　田　由美子、吉 田　和 子

森江野幼稚園 � 川　上　重 明 � 橋 本 幹 夫 �田　中 陽　子、古 内　君 恵



ふるさとの文化財

7

2大木戸の藤原軍本営と

鳥取越えの奇襲経路考

菊　池　利　雄
癬 帰 會ｌ 輿日  一 造 第 分 を ■

文
治
五
年

こ

一
八
九
）
の
奥
州

合
戦
に
お
い
て
、
藤
原
秦
衡
が
源
頼

朝
の
率

い
る
鎌
倉
軍
を
迎
撃
す
る
た

め
、
伊
達
と
刈
田
の
郡
境
に
築
い
た

阿
津
賀
志
楯
は
、
阿
津
賀
志
山
防
塁

を
最
前
衛
と
し
東
山
道
を
何
本
か
の

防
御
線
に
よ
り
横
断
す
る
形
で
構
築

さ
れ
た
。
古
代
末
期
に
お
け
る
野
戦

用
の
楯
地
で
あ
る
。

そ
の
中
で
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い

た
の
は
軍
事
的
に
み
て
攻
め
難
く
守

り
や
す

い
貝
田
か
ら
越
河
へ
と
続
く

地
狹
部
で
、
藤
原
岡
衡
の
本
営
の
置

か
れ
た
貝
田
の
地
で
あ
ろ
う
。

高
城
村
と
の
境
界
に
現
存
す
る
石

塁
を
東
山
道
か
切
通
し
状
に
交
差
す

る
地
点
が
こ
の
合
戦
最
大
の
漱
戦
場

と
な

り
な
人

木
戸
で
、
綴

い
坂
道

で
近
世
に
お
け
る
奥
州
道
中
の
貝
田

宿
へ
と
通
じ
て
い
る
か
。
往
時
は
貝

田
沢
川

盒

９

頌
・

の
深
い
侵
食

谷
を
避
け
て
、
西
側
の
山
轆
線
沿
い

に
郡
境
を
越
え
て
越
河
へ
の
道
筋
を

た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
、
国
衡
の
本
営

も
こ
の
あ
た
り
に
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
地
の
現
況
は
東
北
自
動
車
道
の
国

見
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
敷
地
と
な
っ

て
旧
観
は
失
わ
れ
て
い
る
が
。
明
治

の
地
籍
図
に
み
ら
れ
る
只
田
竹
ノ
花

飭

）
の
方
形
地
割
や
ヽ

越
河

卵

回
丿

字
内
野
の
Ｊ
Ｒ
東
北
線
と
東
北

自
動
車
道
に
挟
ま
れ
た
地
城
に
は
、

舘
と
思
わ
れ
る
土
塁
状
の
地
形
が
み

ら
れ
る
遺
碑
か
残
さ
れ
て
お
り
。
岡

衙
本
営
の
候
補
地
と
し
て
検
討
の
必

要
か
あ
ろ
う
。

「
吾
妻
鑑
」
の
八
月
十
日
の
条
に

小
山
朝
光
は
藤
田
宿
よ
り
安
藤
次
を

道
案
内
者
と
し
。
佩
か
な
郎
従
を
率

い
て

『
鳥
取
越
等
を
越
え
、
大
木
戸

の
上
、
国
衡
の
後
陣
の
山
に
擧
登
り
、

時
の
声
を
発
し
、
箭
を
飛
ば
す
、
此

の
間
城
中
大

い
に
騒
動
し
、
搦
手

簔
ひ
来
る
の
由
を
称
す
。
国
平
己
下

の

辺
将
睛

へ
塞

ぐ
に
益

な
く

、
謀
を

廻
ら

す

に
力

を

失
ひ
、

忽
ち
以

て
逃

亡
す

、
…
…

』

と
あ
る

。
阿
津

賀
志

山
の

戦

い
の
勝
因

と
な

っ

た
朔

光
等

の
、
鳥
収
越
晦
襲
作
戦
の
経
路
と
し
て

は
ヽ

鳥

取
越

四^
心
作
小
’

か
ら
刈

田
郡

小
原
（
四
心
四
県
）
の
白

石

川
沿

い
の
戸

沢
、
赤

井
畑

あ

た
り
ま
で

進
み

、
阿

津

賀
志

楯
を

大
き
く

迂

回
し
て

七
里

沢
川
を

さ
か

の

ぽ
り
。
そ

の
支

流
長

沢
沿

い
か
ら
貝

田

四
ッ
穴

の

七
曲
り

峠

越
え

に
貝

田
沢

川
を
降

り
、

国
衝

本

営
の

後
陣

の
山

に
進
出

し

た
も
の

で

あ
ろ

う
。

因
み

に
こ

の
道
筋

に

は
硯
在

も
出

羽

道
な

る
地
名

か
残

さ

れ
て

い
て
、

往

時
は
東

山

道
よ

り
分
岐

し
て

陸
奥
・

出

羽
の

両
岡
を

結

ぶ
主
要

な
川

道
と

し
て
機

施
し

て

い
た
こ

と
も

考
え
ら

れ
る

。

こ
の

貝
田

沢
川
沿

い
の

出
羽

道
な

る
間
道

は
、
岡

衙

か
本
営

と
し

た
大

木

戸
の
搦

手

に
あ

た
り
、

道
の

両
側

嶺

線
上

と
派

生
す

る
尾
根
筋

に

は
砦

昨

の
配

置
か

考
え

ら
れ

る
か

。
調
査

か
充

分
で

な
く

現
在

の
と

こ
ろ

、
艮

巓

陵
線
付

近

の
地

蔵
向
と

多
津
木

山

境

界
の
陣

場

（
砦

）
や
、

対
岸

の
越

河

境
に
立

地
す

る
稀

篭

山
唄

郎

の
権

現
舘

、
椣

内

と
二
段

場

山
の
境
界

に

所
在

す

る
二
段

場
陣

掛

（
砦
）

な
ど

か

知
ら

れ
る

が
、
詳

し
く

は
今

後
の

調
査

検
討

に
待

ち

た

い
。

４
Ｓ

似
皿

｀
Ｓ

兪
に
み
９

で

は
、
μ

Ⅲ
｀
４

心
吟
氏

｀
哦
心
事
内

と
岬

皿
承
に
負
・
乙

｀
か
・

く
．
咐
ｌ

与

酬
Ｋ
を
中

Ｌ
上
げ

事
ず

．

教
職
員
の
人
事
異
動

四
月
一
日
付
（
　
）
内
は
旧
任

－

退
　

職

▽
累
輝
男
（
大
木
戸
小
校
畏
）

▽
朽
木
文
雄
（
大
木
戸
小
）

▽
国
井
千
代
子
（
大
木
戸
小
）

▽
渡
邊
か
ほ
る
（
藤
田
小
）

－

転

出

▽
桑
折
町
立
伊
達
崎
小
佼
長
（
森
江

野
小
校
長
）
大
竹
英
智
　
▽
福
島
市

立
清
明
小
（
大
木
戸
小
）
大
槻
浩
一

▽
桑
折
町
立
醸
芳
中
（
県
北
中
）
高

擒
美
枝
　

▽
桑
折
町
立
醸
芳
中
（
県

北
中
）
荒
哲
也
　
▽
福
励
市
立
福
島

二
中
（
県
北
中
）
中
田
幸
司
　
▽
郡

山
市
立
小
原
田
中
（
県
北
中
）
国
井

信
子
　
▽
都
路
村
立
都
路
二
中
（
県

北
中
）
石
井
由
紀
恵
　

▽
原
町
市
立

原
町
二
中
（
県
北
中
）
紺
野
よ
し
え

▽
伊
連
町
立
伊
達
小
（
森
江
野
小
）

高
喘
徹

■
町
内
異
動

▽
大
木
戸
小
（
藤
ｍ

小
）
遠
藤
芳
子

■
転
入
お
よ
び
新
採
用

▽
森
江
野
小
校
長
（
相
馬
市
立
八
幡

小
）
川
上
重
明
　

▽
大
木
戸
小
校
長

｛
東
和
町
立
南
戸
沢
小
｝
小
野
徳
郎

▽
小
坂
小
（
梁
川
町
立
山
舟
生
小
）

佐
藤
道
子
　
▽
森
江
野
小
（
福
島
県

立
小
名
浜
高
）
高
木
美
和
子
　
▽
大

木
戸
小
（
梁
川
町
立
栗
野
小
）
遠
藤

寿
子
　
▽
大
木
戸
小
（
保
原
町
立
柱

沢
小
）
根
本
光
子
　

▽
大
木
戸
小

（
新
採
用
）
鈴
木
淳
　
▽
県
北
中

（
霊
山
町
立
言
山
中
）
東
海
林
比
呂

美
　
▽
県
北
中
（
梁
川
町
立
梁
川
中
）

吉
ｍ
正
道
　
▽
県
北
中
（
梁
川
町
立

梁
川
中
）
荒
洋
　
▽
県
北
中
（
霊
山

町
立
霊
山
中
）
佐
藤
ひ
ろ
み
　
▽
県

北
中
（
保
原
町
立
松
陽
中
）
菊
田
勉

▽
県
北
中
（
桑
折
町
立
醸
芳
中
）
石

幡
も
と
子

駐
在
所
の
人
事
異
動

佐
藤
巡
査
部
長
が
着
任次

長
良
部

藤
査

佐
巡

四
月
一
口
か
ら
．
藤
田
駐
在
所
主

任
に
佐
膝
和
則
巡
査
郎
長
の
後
任
と

し
て
佐
藤
良
次
巡
査
都
長
が
肴
任
し

ま
し
た
．

佐
藤
さ
ん
は
福
鳥
県
警
高
速
道
路

交
通
繁
察
隊
か
ら
の
転
任
で
四
十
五

歳
．
主
に
藤
田
地
区
を
担
当
し
ま
す

の
で
．
地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
．



’「

続

・

国

見

の

民

話

」

を
発
刊

町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
国
見
民

話
の
会
」（
内
池
和
子
代
表
）
の
ご
協

力
に
よ
り
「
続
・
国
見
の
民
話
」
を

発
刊
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
語
り
手
六
十
数
名
に

よ
る
国
見
町
の
民
話
を
結
集
し
た
も

の
で
、
昭
和
六
十
年
度
に
発
刊
し
た

『
国
見
の
民
話
』
の
続
編
と
な
り
ま

す
。近

日
中
に
、
町
内
会
長
さ
ん
を
通

匕
申
し
込
み
を
受
付
け
い
た
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
冊
（
単

価
千
二
百
円
）
お
そ
ろ
え
く
だ
さ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
霜
対
策
本
部
を
設
置

町
で
は
．
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を

遅
霜
か
ら
守
る
た
め
．
町
の
関
係
農

業
団
体
で
町
防
爾
対
策
本
部
（
本
部

長
‐

冨
永
武
夫
町
長
）
を
、
四
月
二

卩
に
股
置
し
ま
し
た
．

霜
が
降
り
る
恐
れ
か
あ
る
場
合
は
．

本
部
か
ら
広
報
車
、
有
線
放
送
で
広

報
い
た
し
ま
す
か
。
深
夜
に
わ
た
る

場
合
か
多
く
ご
迷
惑
か
と
思
い
ま
す

が
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
降
霜
の
時
は
爾
油
な
ど
を

燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
が
町
全
体
に

広
が
る
恐
れ
か
あ
り
ま
す
の
で
、
翌

桐
の
洗
濯
物
な
ど
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

遅
霜
の
被
害
を
最
少
限
に
す
る
た

め
、
町
民
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

期
間
は
、
四
月
二
日
か
ら
五
月
三

十

】
日
ま
で
で
す
。

お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
の
年
度
更
新

平
成
二
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

更
新
を
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
．

四
月
初
め
に
福
鳥
労
働
基
準
局
．

ま
た
は
禍
島
県
か
ら
送
付
さ
れ
る
申

告
用
祇
と
記
入
要
領
を
よ
く
お
読
み

い
た
だ
い
て
五
月
十
五
日
ま
で
に
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
．
郵
便
局
、
労

働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
基
傘
崎

ま
た
は
県
顧
用
保
険
課
に
お
い
て
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
．

ま
た
．
期
日
ま
で
に
申
告
で
き
る

よ
う
賃
金
台
帳
な
ど
を
整
備
し
て
お

か
れ
ま
す
よ
う
お
噸
い
い
た
し
ま
す
．

－

問
い
合
わ
せ
先

福
鳥
労
働
基
準
局

雲
叫
1
1
1
1

登
記
所
の
手
数
料
が

改
正
さ
れ
ま
す

登
記
所
に
あ
る
会
社
の
登
記
簿
及

び
各
種
法
人
の
登
記
簿
閲
覧
は
、
平

成
二
年
四
月
一
日
か
ら
有
料
と
な
り

ま
す
。

閲
覧
手
数
料
は
Ξ
○
○
円
で
す
。

な
お
、
従
来
の
手
数
料
に
つ
い
て

も
同
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
す
。

・
登
紀
簿
の
閲
覧

二
〇
〇
円
↓

三
〇
〇
円

・
謄
本
、
抄
本

四
〇
〇
円
↓

五
〇
〇
円

詳
し
い
こ
と
は
、
福
鳥
地
方
法
務

局
桑
折
出
張
所
（
酋
聆
1
2
0
9）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す

テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
根
絶

過
激
派
に
よ
る
爆
発
物
を
使
用
し

た
ゲ
リ
ラ
事
件
か
多
発
し
て
い
ま
す
．

禍
島
県
警
で
は
、
『
テ
ロ
・
ゲ
リ

ラ
根
絶
、
ク
リ

ー
ン
ア
ｙ
プ
作
戦
』

と
し
て

・
出
撃
拠
点
を
作
ら
せ
な
い

・
武
器
を
作
ら
せ
な
い

・
山
岳
地
帯
を
実
験
場
所
と
し
て
使

用
さ
せ
な

い

の

『
三
な
い
運
動
』
を
推
進
し
て

い
ま
す
．

こ
れ
ま
で
の
検
挙
事
例
に
よ
る
と
．

過
激
派
は

○
善
良
な
市
民
を
装
っ
て
、
ア

パ
ー

ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
貸
家
な
ど
に

潜
み
、
爆
弾
と
偽
造
ナ
ン
バ
ー
を

作

り
て

い
ま
す
。

○
爆
弾
な
ど
武
器
の
材
料
と
な
る
火

薬
類
、
薬
品
類

鋼
管
類
を
ね
ら

っ
て
い
ま
す
。

○
燥
弾
の
性
能
を
試
す
た
め
、
人
里

離
れ
た
山
中
な
ど
で
実
験
を
し
て

い
ま
す
。

お
か
し
い
な

と
思
っ
た
ら

一
一
〇
番

今

月

の

納

税

今
月
は
、
新
年
度
に
入
り
最
初
の

納
税
〔
固
定
賢
産
税
（
第
一
期
）
・

国
保
税
（
暫
定
）
〕
の
月
で
す
。

何
卒
、
今
年
も
各
町
内
会
こ
ぞ
っ

て
納
期
内
完
納
に
、
特
段
の
ご
協
力

方
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

税
金
で

み
ん
な
か
住
み
よ

い

町
づ
く
り

（
小
坂
小
六
年

渡
辺

智
徳
）

行
楽
期
の
事
件
・
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

例
年
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬

に
か
け
て
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
は
春
祭
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
能
な

ど
の
各
種
行
事
や
催
し
か
活
発
に
行

わ
れ
、
各
地
の
行
楽
地
、
催
し
物
会

場
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
り
、
春
の

行
楽
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

《
お
出
か
け
は

一
声
か
け
て
　
鍵
か
け
て
》

ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
時
間
だ
か
ら
、

と
か
ぎ
を
か
け
な
い
で
お
出
か
け
に

な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

空
き
巣
の
被
害
に
あ
っ
た
家
庭
の

七
割
以
上
は
、
窓
や
玄
関
が
無
施
碇

で
し
た
。
お
出
か
け
の
際
は
、
必
ず

か
ぎ
を
か
け
、
隣
近
所
に
一
声
か
け

て
か
ら
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

《
事
件
・
事
故
は

一
一
〇

番
》

事
件
や
事
故
を
見
た
り
聞
い
た
時

は
、
た
め
ら
わ
な
い
で

Ｉ
】
○
番
を

お
願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ち
ょ
っ

と
し
た
勇
気
で
、
早
期
に
事
件
が
解

決
し
ま
す
。



団
員
募
集

「
若
人
の
翼
」

福
島
県
で
は
．
県
内
の
優
れ
た
勤

労
青
年
を
海
外
に
派
遣
し
、
広
い
視

野
と
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
帰
国

後
は
地
城
杜
会
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
二
年
度
『
若

人
の
翼
』
派
遣
団
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
．

▼
募
集
人
員

班
長
．
一
般
団
員
併
せ
て
7
3名

▼
応
募
条
件

県
内
に
居
住
す
る
勤
労
青
年
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
者

Ｈ

年
齢

・

班
長
：
3
0歳
～
3
5歳

・

ヤ
般
団
員
1
2
0歳
～
2
9歳

口
杜
会
参
加
活
動

・

班
長
…
青
少
年
活
動
に
か
か
る

優
れ
た
青
年
指
導
者
で
、
帰
国

後
も
活
発
な
青
少
年
活
動
か
期

待
で
き
る
者

・

一
般
団
貝
…
青
少
年
団
体
、
グ

ル
ー
プ
な
ど
に
加
入
し
現
に
活

動
し
て
い
る
優
れ
た
青
年
、
ま

た
は
青
少
年
活
助
に
関
心
を
有

す
る
優
れ
た
青
年
で
．
帰
国
後

に
活
発
な
青
少
年
活
動
が
期
待

で
き
る
者

▼
派
遣
コ
ー
ス
お
よ
び
期
間

・
欧
州
コ
ー
ス
　
1
5日
間

●
南
米
コ
ー
ス
　
1
7日
間

●
韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
コ
ー
ス

1
3日
間

●
オ
セ
ア

‘一
ア
コ
ー
ス
　
1
5日
間

・

北
米
コ
ー
ス
　
　
　
1
5

日
間

※
出
発
日
は
各
派
遺
コ
ー
ス
と
も

1
0月
1
7日
困

▼
応
募
方
法

次
の
書
類
を
そ
ろ
え
、
５
月
2
1日

ま
で
町
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．
（
申
込
書
、
使
用
者

な
ど
の
承
諾
耆
、
健
康
診
断
書
、

住
民
抄
本
、
作
文
『
若
人
の
翼
に

応
募
し
て
』
）

■
問
い
合
わ
せ
先

敦
育
委
員
会

一

叨
2
1
1
1
内
線
２
１
１

募
　
集

青
年
海
外
協
力
隊
員

▼
資

格

二
十
巌
か
ら
原
則
と
し
て
三
十
九

歳
ま
で
の
青
年
男
女

▼
派
遣
期
間

二
年
間

▼
派
遣
職
種

農
林
水
産
、
土
木
建
築
、
保
健
衛

生
、
教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
約

百
五
十
橦

▼
説
明
会
日
時
・
場
所

５
月
1
8日
（
金
）

午
後
６
時
半
～
８
時
半
ま
で

福
島
市
市
民
会
館

■
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
県
民
生
活
課
国
際
交
流
室

一

剛
1
1
1
1
内
線
2
0
7
2

元
年
度
の
保
険
料
は

４
月
2
7
日
ま
で
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
付

に
な

り
て
い
ま
す
か
、
元
年
度
の
保

険
料
は
四
月
末
日
ま
で
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．
四
月
二
十
九
日
み

ど
り
の
口
．
三
十
日
振
粹
休
日
、
ま

た
二
十
八
日
は
土
曜
日
で
金
融
機
関

は
お
休
み
で
す
の
で
、
元
年
度
の
保

険
料
は
四
月
二
十
七
日
ま
で
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
．

．
ま
た
．
も
し
四
月
二
十
七
日
ま
で

に
保
険
料
か
納
め
ら
れ
な
い
場
合
は

過
年
度
保
険
料
と
な
り
、
納
付
方
法

が
違
い
ま
す
の
で
注
意
か
必
要
で
す
・

■
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
年
金
係

看
6
2
1
1
1
内
線
１
３
５

戸 籍 の 窓 口
(４月受付分)

出生おめでとうございます

子の名 保謾者　　 町内会

はるか　　　　 佐藤 良平 川　 内

未 来(み　 く)渡辺 脯弘 大 町 陶

陽 介(ようすけ)谷旆 洋一 山　 扱

春 集(は る な)谷津 光昭 上　 野

達 也(た っ や)佐薦 弘美 石毋田東

千 華{ち　 か}安遺 蹟穡 鵺　 町

光 輝{ひ ろ き}吉田　 棡 富　 東

淳 子{あ っ こ}菊池 一郎 駅　 麟

結婚おめでとうございます

氏　　 名

齋 ● 孝 育

仲 山　由美子

佐 藤 弘 明

菅 野 玲 子

山 田 孝 男

須 貝　さゆり

佐久間 義 奥

佐 藤 郁 子

町内会

石母田西

保 原 町

第　 四

梁 川 町

鳥　 取

隰 鳥 巾

第　 一

第　 一

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

牧 野 鰥 藏　　87　　 宮 町 北

松 浦 邦 雄　　S3　　 耕　 谷

羽 田 市太郎　　 脯　　 椒　 嚊

佐久間 元 壽　　84　　 購　 八

林　　 カ ネ　　75　　 泉 田 中

鈴 木 文太郎　　78　　 築　 舘

佐 藤 摶 古　　82　　 内 谷 東

人 口 と 世 帯
４月１日現在(前月比)３月φのうごき

人
Ｌ
Ｉ

口

男5.78 人(  一 四 )

一女6. 人 （－ ７）

･計11,915 人 （－36 ）

世 帯敷2  , 9 ･戸 （土 Ｏ）

転 入38 人

転 出75 人

出 生　８人

死　亡　７人

心配ごと相談日
場所：役鳩二階 相談室( 東儷入口からお入り下さい)

時間：９時～12 畔

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽l二ご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。

(相談員)

４月 日 ( 水）斎藤 光夫・佐藤 節子

５月７日（月）菅野 賛郎・斎藤　洋子

５月15口（火）樋口　清三・佐久間モト

４月　卯月（うづき）

 ー6  日 (月） 科学技 術遡 間

18  日 ( 水） 発明の 日

’ａ ）日 （金）逓 信記念 日Ｆ　
穀 雨

29 日（ 日）み どりの 日

５月　皐月（さつき）

１ 日 （ 火l メ ー デ ー ，

２ 日 （水 ） 八 十 八 夜

３ 日 （木 ） 憲 法 記 念 日

５ 日 （ 土 ） こ ど もの 日

6  日 (  日 ) 立 夏

10 日 （木 ） 愛 鳥 週11Lj

-a －｡｡･ﾐ,la･- 邏■■邏･　･･



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

公
民
館
長

春
日
　一

憲

こ
の
た
ぴ
の
人
事
異
助
に
よ
り
公

民
館
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
、
そ
の
器

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
微
力
を
傾
注

し
て
職
責
を
全
う
し
た
い
と
念
じ
て

お
り
ま
す
。

町
長
の
訓
辞
で
時
折
用
い
ら
れ
る

「
町
民
の
心
を
心
と
し
て
事
に
当
た

れ
」
と
い
う
こ
と
ば
を
今
、
思
い
浮

か
べ
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て
杜
会
教

育
に
携
わ
り
た
も
の
の
、
今
の
世
の

移
り
変
わ
り
の
速
さ
に
『
か
つ
て
』

の
知
識
や
技
術
な
ど
は
存
在
い
た
し

ま
せ
ん
。

四
月
六
日
、
公
務
で
最
初
に
出
席

し
た
県
北
中
学
校
の
厳
粛
な
入
学
式

で
、
新
入
生
の
目
の
輝
き
の
中
に
世

阿
弥
の
「
初
心
」
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
社

会
教
育
の
原
点
に
立
ち
、
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
し
な
が
ら
公
民
館
活
動
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
を
伏
し
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

公
民
館
職
員
の
人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動
か
四
月
一
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
で
、
公
民
館
の
職
員

か
次
の
と
お
り
か
わ
り
ま
し
た
。

（
　

）内

は

旧
任

◇
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

税
務
課
長
　
山
田

久
（
館
畏
）

出
納
係
畏

武
田
智
（
事
業
係
）

◇
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

館

長

春
日

】
憲

ｉ
零
讖
ま
幹
）

事
業
係

佐
藤
光
男
（
柵
祉
係
）

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に

加
人
さ
れ
ま
し
た
か
？

こ
の
保
険
は
。
三
月
三
十
一
日
で

期
限
が
き
れ
ま
し
た
。

こ
の
保
険
は
、
傷
害
保
険
と
賠
償

賢
任
保
険
を
組
み
合
わ
せ
た
保
険
で

あ
り
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
に
伴

う
事
故
の
補
償
を
行
り
て
、
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
や
揃
導
者
の
方
々
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
を
迎
え
、
万

】

の
事
故
に
備
え
て
、
ぜ
ひ
こ
の
傷
害

保
険
に
加
入
し
、
活
助
に
専
念
し
ま

申
込
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
ま

だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
。
公
民
館
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

平成２年４月～５月　公民館及び体育館関係等行事予定表

月 日 曜日 午　　　　　　　　　　 萠 午　　　　　　　　　　 後 夜　　　　　　　　　　 間

４ 18 水
母と子の公民館活動運営委貝会

15:30 ～

24 火 阿津賀志学級開講式　9:00 ～

25 水 体育協会総会　　　19:00 ～

26 木
家庭バレーボール実技講習会

19:30 ～

27 金
阿津賀志学組 グループ学習

（園芸）　　9:30 ～

５ ６ 日 春季職鳩対抗ソフトボール大会 （予備日　５月13日）

ｎ 金
阿津賛志学級グループ学習9:(X) ～

(奉仕作業と交通安全教室)

14 月
阿津賀志学級グループ学習

（書道）　　9:30 ～



マナーを守り

スポーツを楽しみましょう

平成２年度　事　業　計　画（スポーツ大会など）

月�日 � 大　　　　　 会　　　　　 名 � 内　　　　　　 容 � 紂　 象　 古 � 会　　 場

５�６ �番甼職場対抗ソフトボール大会 �男女漉合トーナメント戦 �町内職鳩勤務者 �運助場
５�20�第17回民報杯争奪早起き野球大会 �リーグ職 �一般男子 �運助期
５�27�県民スポーツ大会町予選会（壮年ソフト） �トーナメント戦 �40歳以上男子 �運助場

６�10�県民スポーツ大会町予選会（軟式庭球） �団体・トーナメント戦 �一般男女 �テニスコート

６�10�県民スポーツ大会町予選会（卓球） �団体・トーナメント戦 �一般男女 �体育館 体
６�17�第７回町長抔争奪野球大会 �トーナメント戦 �一般男子 �県北中・連動場

６�17�県民スポーツ大会町予選会（バドミントン）�団体・トーナメント戦 �一般男女 �体育館
６�17�県民スポーツ大会町予選会(謇龜バレーポール) �トーナメント戦 �30歳以上女子 �体育館

６�24�伊達スポーツ大会町予選会（ソフト） �トーナメント喊 �一般男子 �運助場
７�7･8�町民登山（尾瀬沼探瞬） �自炊に観しむ �一般男女 �尾瀬沼
７�15�伊達スポーツ大会町予選会（野球） �トーナメント喊 �一般男女 �運動増

７�22�第43同県民スポーツ大会（県北大会） �トーナメント戦 �各代表チーム �伊連驚内
７�29�第11回少年ソフトボール大会 �トーナメント戟 �各小学校高学年 �連助刈

８�５ �伊達スポーツ大会町予選会（バドミントン） �団体・トーナメント戦 �一般男女 �体青館
８�５ �伊達スポーツ大会町予選会（テニス） �団体・トーナメント職 �一般男女 �テニスコート

８�12�伊達スポーツ大会町予選会（卓球） �団体・トーナメント呶 �一般男女 �体育館
８�12�伊達スポーツ大会町予遡会（軟式庭球） �団体・トーナメント職 �一般男女 �テニスコート

８�12�篇７回スポ少ソフトポール大会 �トーナメント幗 �小学生 �連助場

８�26�伊達スポーツ大会町予選会（剣道） �団体・トーナメント雌 �一般男子 �体育館
８�26�伊達スポーツ大会町予選会（バレーボール） �トーナメント職 �一般男女 �体育館

９�２ �伊達スポーツ大会（９種目） �団体・トーナメント戦 �各町代喪チーム �伊逮管内
９�３ �第９回町長杯争奪ソフトボール大会 �トーナメント戟（ナイター） �一般男女 �県北中グラウンド
９�23�第14同民友杯争奪野球大会 �トーナメント靫 �一般男子 �運助場

10 �１ �第８回町長杯争奪ゲートボール大会 �予選リーグ戦
10 �２ �第８回町長抔争奪ゲートボール大会 �決勝トーナメント戦 �愛好者 �福祉センター前広場

10 �10�高齢者・婦人運助会 �10種目程度 �高齢者・姆人 �福祉センター前広場
10 �21�マラソン野球大会 �トーナメント戦 �一般男子 �連動場
10 �28�菊25回国見町・桑折町少年剣通大会 �団体・佃人戦のトーナメント �両町小中掌生 �体育館

11 �11�第14回町内一周駅伝競走大会 �10区間リレー �中・一般男女（職城） �町 内
ｎ �25�第２回県縦断市町村対抗駅伝麗走大会 �13区間リレー �一般男女 �福鳥県内

12 �２ �第９回伊達郡内一周駅伝鰻走大会 �12区間リレー �各町代表チーム �伊達驚内
12 �９ �第８回町長杯家庭バレーポール大会 �トーナメント職 �婦人 �体青館
１ �27�親子スキー教章 �スキー教室 �親 子 �塩沢スキー場

２ �３ �第６回国見町綱引き大会 �予選トーナメント靫 �一般男女 �体青館
２ �17�町民スキー教室 �スキー敵室 �一般男女 �みのわスキー場

２ �24�第６回伊達郡綱引き大会 �トーナメント戟 �各町代表チーム �伊通管内

平成２年度　事 業 計 画（スポーツ教室・講習会）
月 � 事　　　　　 業　　　　　 名 � 内　　　　　 容 � 対　 象　 去 � 会　　　　　 場

４ �
ソフトポール講習会 �ルールと審判員助作 �愛好者 �福祉センター

�〈スポーツ少年団〉 �指導者育成 �一般男女 �福祉センター
�家庭バレーポール爾習会 �技術の指導 �愛好者 �町民体育館

５ �硬式テニス教市（初級） �基本から応用 �愛好者 �テニスコート

６ �エアロビクス教室 �基本から応用 �一般男女 �福祉センター

７ �
尾瀬探勝 �自然に観しむ �一般男女 �尾瀬沼
�ゴルフ教室 �基本から応用 �愛好者 �日の出ゴルフガーデン

９ �硬式テニス教室（中級） �基本から応用 �愛好者 �テニスコート

10 �運動能力測定 �体力測定 �一般男女 �町民体青館
１ �親子スキー教室 �幕本から応用 �小４年生以上 �塵沢スキー場
２ �町民スキー敏亶 �基本から応用 �一般男女 �みのわスキー場



後
継
者
媒
酌
人
に

感

謝

状

町
内
に
住
む
後
継
者
へ
の
媒
酌
を

務
め
ら
れ
た
方
々
に
対
す
る
感
謝
状

贈
呈
式
か
三
月
二
十
日
、
役
場
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
日
感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、

町
良
業
後
継
者
の
媒
酌
人
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
阿
郎
俊
一
さ
ん
（
人
木
戸

字
熊
久
根
一

こ

ら
二
十
四
人
、
ま

た
一
般
後
雛
者
媒
酌
人
と
し
て
松
浦

長
明

さ
ん

（
大
木

戸
字
前

一
四
）

ら

十
三

人
の
合

わ
せ
て

三
十

七
人
で

、

町
の
花

嫁
、

後
継
者

不
足

解
消

に
功

績
の
あ

っ
た
方
々

で
す

。

町

農
業
委
貝

会

で
は
、

豊
か
で

潤

い
の

あ
る
町

づ
く

り
の
担

い
手

確
保

と
し
て

。

こ
れ
か

ら
の

農
業
経

営
に

若

い
創
意

と
工
夫

を
生

か
し

。
町
の

発

展
を

め
ぎ
す

た
め
農
業

後
継
者

対

策
協

議
会

を
昭
和

五
十

二
年

に
組
織

し
、

後
継
者

不

足
の
解

消
に
取

り
糾

ん
で

お
り

、
昨
年

十
二

月
ま
で

に

。
｛
‥‥

九

十
二
組

の
力

。
ブ

ル
が
誕
生

し
ま

し

た
。

▲冨永町長から媒酌人に感謝状

ハ
ー
モ
ニ
カ
の

音
色
に
感
動

異
国
の
丘
思
い
出
の
会
と
令
国
抑

冊
者
補
償
協
議
会
が
圭
催
し
、
町
、

町
教
育
委
員
会
後
援
に
よ
る
「
目
黒

秀
雄
「

Ｉ
モ
ニ
カ
演
奏
会

」
か
去
る

円
月
十
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
．

目
照
さ
ん
は
、
現
在
新
潟
県
長
岡

市
に
在
住
し
て
お
り
、
（

Ｉ
モ
ニ
カ

人
生
五
亅
年
．
国
内
は
も
と
よ
り
．

海
外
で
も
柵
広
く
演
奏
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
．

こ
の
日
は
、
「
荒
城
の
月
幻
恕
曲
」

「
月
の
砂
漠
」

『
お
お
牧
場
は
み
ど

り
』
を
は
じ
め
ニ
ト
六
曲
を
、
約
一
一

時
間
に
わ
た
っ
て
演
奏
し
、
会
場
に

つ
め
か
け
た
み
な
さ
ん
を
魅
ｒ

し
ま

し
た
．

翌
十
一
卩
は
、
町
内
各
小
中
学
校

で
も
演
奏
し
、
児
童
、
生
徒
は
素
睛

ら
し
い
音
色
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
、

さ
よ
う
な
ら

ブ
ラ
ジ
ル
農
業
研
修
生

～

八
島
さ
ん
と
宇
野
さ
ん
の

カ
ッ
プ
ル
誕
生
～

昨
年
四
月
か
ら
一
年
間
の
日
程
で

国
見
町
を
筋
れ
、
卩
本
の
農
業
技
術

や
文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
町
農
業

後
継
者
と
の
交
流
を
深
め
て
き
た
ブ

ラ
ジ
ル
農
楽
研
修
生
一
行
か
三
月
二

１
七
日
、
離
日
あ
い
さ
っ
の
た
め
冨

永
町
長
を
訪
問
し
ま
し
た
。

研
修
生
の
皆
さ
ん
は
［
私
た
ち
に

と

よ
ｌ
、
こ
の
一
年
間
は
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
い
心
と

の
ふ
れ
あ
い
、
日
本
の
農
業
技
術
を

学
び
な
が
ら
数
多
く
の
行
事
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
楽

し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
一
年

間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
譱
重
な
体
験
を
忘
れ
ず
に
、
帰

国
し
て
も
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
Ｊ

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

宇
野
百
合
子
さ
ん
ら
一
行
九
人
は
。

町
内
受
け
入
れ
農
家
に
滞
在
し
な
が

ら
の
研
修
を
終
え
、
三
月
ニ
ト
九
日

た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
胸
に
離
日
し
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
岡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
研
修
期
間
中
に
宇
野

さ
ん
と
八
島
富
一
さ
ん
（
山
崎
字
中

川
前
一
八
）
と
の
結
婚
が
決
ま
り
、

多
く
の
万
々
か
ら
呪
福
と
激
励
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
宇
野
さ
ん
は
今
回

一
時
帰
国
し
、
五
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
で

八
島
さ
ん
と
挙
式
し
た
あ
と
国
見
町

に
瓜
り
、
六
月
に
町
で
も
婚
礼
を
行

う
予
定
で
す
。

▲離日あいさつのために冨永町長を訪間

故

佐

藤

七

郎

氏

に

従
五
位
勲
五
等
双
光
旭
日
章

三
十
九
年
間
に
わ
た
り
本
県
教
育

界
の
充
実
発
艇
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

た
故
佐
藤
七
郎
氏
（
小
坂
字
小
坂
二

十
番
地
。
平
成
二
年
‐１
月
二
十
五
日

死
去
）
に
、
そ
の
功
績
が
た
た
え
ら

れ
、
こ
の
た
ぴ
‘從
五
位
勲
五
等
双
光

旭
日
章
か
潸
７
さ
れ
、
三
月
三
十
日
。

冨
永
武
夫
町
長
か
ら
ご
遺
族
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

佐
蔘
き
ん
は
。
教
職
三
十
九
年
間

の
う
ち
三
十
二
年
を
国
見
町
内
小
中

学
校
に
勤
務
し
、
児
童
・
生
徒
は
も

と
よ
り
、
広
く
教
育
関
係
者
、
地
城

社
会
の
人
々
の
信
頼
を
あ
っ
め
、
本

町
は
も
と
よ
り
福
鳥
県
教
育
の
充
実

発
腿
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
．

▲叙勲伝違式

編
集
日
記

口
崎
色

い
帽
子
に
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
い
、
真
新
し
い
制
服

に
身
を
包
ん
だ
か
わ
い
い
一
年
生
。

何
も
か
も
か
光
り
岬
い
て
見
え
ま
し

た
。
で
も
、
一
番
岬
い
て
い
た
の
は

そ
の
瞳
。
入
学
式
で
は
先
生
か
ら
一

人
ひ
と
り
名
加
を
呼
ば
れ
る
と
、
大

き
な
声
で
返
事
。
不
安
な
ん
か
、
こ

れ
っ
ぽ
ち
も
な
さ
そ
う
。
か
ん
ば
れ
、

新
一
年
生
。

つ
四
月
に
入
り
い
よ
い
よ
春
本
番
。

桜
前
線
も
い
っ
き
に
北
上
中
。
Ｇ

。

Ｗ
の
予
定
も
決
ま
っ
た
し
…
……

Ｋ

発
行
・
ｌ
ｊ

匡
見
町
企
画
商
ｒ

Ｉ

福
鳥
県
伊
姐
郎
国
見
町
人
字
藤
田
字

．ｒ

田
二
２
の
Ｉ

一

九
六
九
‐

。
七
　

ａ

’０
．一
四
五
｝
八
凡
Ｉ
こ

匸

。
（
代
表
）
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